
年間授業計画　様式例

高等学校 令和６年度（３学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 3 学年 1 組～ 8 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

話・聞 書 読

・指導事項
　筆者がテレビで見たアメリカの陪
審制度はどういうものか整理させ
る。「普通の人間が『市民』に変貌
する」とはどういう事かをまとめさ
せる。筆者の考える「市民社会」と
はどういうものか説明させる。
・教材
　教科書、ワークシート、便覧
・一人１台端末の活用

〇

【知識及び技能】
　論証したり学術的な学習の基礎を学んだりす
るために必要な語句の量を増やし、語感を磨き
語彙を豊かにしている。（ワークシート・ノー
ト・小テスト・定期考査）
【思考力、判断力、表現力等】
　「読むこと」において、文章の種類を踏まえ
て、資料との関係を把握し、内容や構成を的確
に捉えている。（ワークシート・ノート・定期
考査）
【学びに向かう力、人間性等】
　進んで論証したり学術的な学習の基礎を学ん
だりするために必要な語句の量を増やし、学習
課題に沿って、資料との関係を把握して内容や
内容や構成を的確に捉え、自分の考えを論述し
たり討論したりしようとしている。（行動観
察・学習活動の振り返りシート）

○ ○

「『私』消え、止まらぬ連鎖」
【知識及び技能】
　論証したり学術的な学習の基礎を
学んだりするために必要な語句の量
を増やし、語感を磨き語彙力を身に
つけさせる。
【思考力、判断力、表現力等】
　「書くこと」において、実社会や
学術的な学習の基礎に関する事柄に
ついて、書き手の立場や論点などの
様々な観点から情報を収集、整理し
て、目的や意図に応じた適切な題材
を集める力を養う。
【学びに向かう力、人間性等】
　用語の意味を捉えさせ、情報の妥
当性や信頼性の吟味をさせ、適切な
具体的根拠をそろえさせ、これから
の科学技術のあり方について自分の
立場や論点を明確にして論じさせ
る。

・指導事項
１「『私』消え、止まらぬ連鎖」を
読み、筆者は「欲望の外部化」とい
う言葉で、どういう事を述べようと
しているか、本文中の例を用いて説
明させる。
２「欲望のサイクル」とはどういう
ことかを説明させる。
３「一方、消費者という…『私』が
知っている。」とはどういう事か説
明させる。
４「欲望のための欲望と化し」た
「現代社会」において、「私」に問
われていることはどのようなこと
か、話し合わせる。
・教材
　教科書、ワークシート、便覧
・一人１台端末の活用

定期考査

【学びに向かう力、人間性等】

言葉がもつ価値への認識を深めるとともに、生
涯にわたって読書に親しみ自己を向上させ、我
が国の言語文化の担い手としての自覚を深め、
言葉を通して他者や社会に関わろうとする態度
を養う。

論理国語

配当
時数

【 知　識　及　び　技　能 】生涯にわたる社会生活に必要な国語について、その特質を理解し適切に使うことができるようにする。

国語 論理国語 2

態

論理国語国語

（１組：島）（２組：島）（３組：島）（４組：飯島）（５組：島）（６組：飯島）（７組：島）（８組：飯島）

実社会に必要な国語の知識や技能を身に付ける
ようにする。

論理的、批判的に考える力を伸ばすとともに、創
造的に考える力を養い、他者との関わりの中で伝
え合う力を高め、自分の思いや考えを広げたり深
めたりすることができるようにする。

○

「精選　論理国語」　三省堂

国語

生涯にわたる社会生活における他者との関わりの中で伝え合う力を高め、思考力や想像力を伸ばす。

言葉のもつ価値への認識を深めるとともに、言語感覚を磨き、我が国の言語文化の担い手としての自覚をも
ち、生涯にわたり国語を尊重してその能力の向上を図る態度を養う。

16

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

領域
評価規準 知

「『市民』のイメージ」
【知識及び技能】
　論証したり学術的な学習の基礎を
学んだりするために必要な語句の量
を増やし、語感を磨き語彙力を身に
つけさせる。
【思考力、判断力、表現力等】
　「読むこと」において、文章の種
類を踏まえて、資料との関係を把握
させ、内容や構成を捉えさせる。
【学びに向かう力、人間性等】
　進んで論証したり学術的な学習の
基礎を学んだりするために必要な語
句の量を増やし、資料との関係を把
握して内容や構成を的確に捉え、自
分の考えを論述したり討論したりす
る力を身につけさせる。

1○ ○

12

○ ○ ○ ○ 1

○

○○

１
学
期

定期考査

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 思

〇

【知識及び技能】
　論証したり学術的な学習の基礎を学んだりす
るために必要な語句の量を増やし、語感を磨き
語彙を豊かにしている。（ワークシート・ノー
ト・小テスト・定期考査）
【思考力、判断力、表現力等】
　「書くこと」において、実社会の学術的な学
習の基礎に関する事柄について、書き手の立場
や論点などの様々な観点から情報を収集、整理
して、もくてきや意図に応じた適切な題材を決
めている。（ワークシート・ノート・定期考
査）
【学びに向かう力、人間性等】
　進んで論証したり学術的な学習の基礎を学ん
だりするために必要な語句の量を増やし、学習
課題に沿って、様々な観点から情報を収集して
適切な題材を決め、自分の考えを論述しようと
している。（行動観察・学習活動の振り返り
シート）

○ ○



３
学
期

○ ○

２
学
期

定期考査

「スポーツとナショナリズム」
【知識及び技能】
　文章の種類に基づく効果的な段落
の構造や論の形式など、文章の構成
や展開の仕方について理解させる。
【思考力、判断力、表現力等】

　「読むこと」において、人間、社
会、自然などについて、文章の内容
や解釈を多様な論点や異なる価値観
と結び付けて、考える力をつけさせ
る。
【学びに向かう力、人間性等】
　進んで文章の構成や展開の仕方に
ついて理解を深め、学習課題に沿っ
て、文章の内容や解釈を多様な論点
や異なる価値観と結び付け、自分の
考えを述べる姿勢を身に付けさせ
る。

・指導事項
１「スポーツとナショナリズム」を
読み、「スポーツとナショナリズム
との密接な関係」とはどういうこと
か、本文の具体例に基づき説明させ
る。
２「政治的ナショナリズム」と「ス
ポーツにおけるナショナリズム」を
筆者はどのようなものだと述べてい
るのか、整理させる。
３ スポーツにおけるナショナリズ
ムが「『野蛮化』に結び付く危うさ
を常に持ち合わせている」理由を説
明させる。
４ スポーツとナショナリズムの結
びつきについて、筆者の考えとその
理由をまとめさせる。
５ 近年の社会問題を取り上げ、ナ
ショナリズムにおける「文明化」と
「野蛮化」という観点から論じさせ
る。
・教材
　教科書、ワークシート、便覧
・一人１台端末の活用

〇

〇

○

○

「コンコルドの誤り」
【知識及び技能】
　情報を重要度や抽象度などによっ
て階層化して整理する方法について
理解させる。
【思考力、判断力、表現力等】
　「書くこと」において、実社会や
学術的な学習の基礎に関する事柄に
ついて、書き手の立場や論点などの
様々な観点から情報を収集、整理さ
せ、目的や意図に応じた題材を選択
をさせる。
【学びに向かう力、人間性等】
　進んで情報を重要度や抽象度など
によって階層化して整理する方法に
ついて理解させ、学習課題に沿っ
て、情報を集め考えを論述しようと
している。

・指導事項
　１「コンコルドの誤り」につい
て、どのようなものであるとまとめ
られているか。
　２「コンコルドの誤り」に陥った
具体例を、本文中から指摘し整理さ
せる。
　３ 動物の行動について、筆者が
述べていることをまとめさえる。

○

【知識及び技能】
　文章の種類に基づく効果的な段落の構造や論
の形式など、文章の構成や展開の仕方について
理解を深めている。（ワークシート・ノート・
小テスト・定期考査）
【思考力、判断力、表現力等】
　「読むこと」において、文章の構成や倫理の
展開、表現の仕方について、書き手の意図との
関係において多面的・多角的な視点から評価し
ている。（ワークシート・ノート・定期考査）
【学びに向かう力、人間性等】
　進んで文章の構成や展開の仕方について理解
を深め、学習課題に沿って、論理の展開や表現
の仕方について多角的・多面的な視点から評価
し、文章の内容をもとに自分の考えを論述した
り討論したりしようとしている。（行動観察・
学習活動の振り返りシート）

【知識及び技能】
　文章の種類に基づく効果的な段落の構造や論
の形式など、文章の構造や展開の仕方について
比喩や説明における語彙を理解し、意味すると
ころを把握している。（ワークシート・ノー
ト・小テスト・定期考査）
【思考力、判断力、表現力等】
　引用されている記述や書籍、文章などの情報
をもとに、新しく人間に求められるあり方につ
いて筆者の主張を把握している。（ワークシー
ト・ノート・定期考査）
【学びに向かう力、人間性等】
　進んで文章の構成や展開の仕方について理解
を深め、学習課題に沿って、論理の展開や表現
の仕方について多角的・多面的な視点から評価
し、文章の内容をもとに自分の考えを論述した
り討論したりしようとしている。（行動観察・
学習活動の振り返りシート）

「恐怖とは何か」
【知識及び技能】
　文章の種類に基づく効果的な段落
の構造や論の形式など、文章の構造
や展開の仕方について比喩や説明に
おける語彙を理解させ、意味すると
ころを把握させる。
【思考力、判断力、表現力等】
　引用されている記述や書籍、文章
などの情報をもとに、新しく人間に
求められるあり方について筆者の主
張を把握させる。
【学びに向かう力、人間性等】
　進んで文章の構成や展開の仕方に
ついて理解を深め、学習課題に沿っ
て、論理の展開や表現の仕方につい
て多角的・多面的な視点から評価
し、文章の内容をもとに自分の考え
を論述したり討論したりしようとし
ている。

・指導事項
１「恐怖とは何か」を読み、「人間
の感じる恐怖は必ずしも現実の危険
に対応していない」とはどういうこ
とか、まとめさせる。
２「最も恐ろしい存在は恐怖してい
る人間である」とはどういうこと
か、本文の例を用いて説明させる。
３「怖いもの見たさ」について、筆
者はどのように分析しているか整理
させる。
４ 恐怖を感じた経験を振り返り、
「自我」と恐怖について話し合わせ
る。
・教材
　教科書、ワークシート、便覧
・一人１台端末の活用

〇

定期考査

○

1

合計

70

〇 〇

○ ○ 1

6○ ○

【知識及び技能】
　言葉のもつ「創造的機能」と「牢獄的機能」
について理解している。（ワークシート・ノー
ト・小テスト・定期考査）
【思考力、判断力、表現力等】
　本文で読み取ったことをふまえて「言語創
造」の例を探し、書き手の立場や目的を考えな
がら、内容の解釈を深めている。（ワークシー
ト・ノート・定期考査）
【学びに向かう力、人間性等】
　進んで言葉のもつ「創造的機能」と「牢獄的
機能」について理解し、「言語創造」の例につ
いて書き手の立場や目的を考えながら内容の解
釈を深め、比較して論じようとしている。（行
動観察・学習活動の振り返りシート）

○

○

16○
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